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	1.はじめに
	　世界各地で開発のための森林伐採が進む中，マレーシアのサラワク州は，1980年代から大規模商業伐採問題で国際的な注目を集めた．その対策として熱帯林の保全が進められた結果，伐採量は半減したと言われている
	　このような状況の中でREDD(Reducing Emissions from Deforestation and Forest Degradation in Developing Countries
	　生態系からの価値の創出は，2000年代以降の「生態系サービス」の議論(※Millennium Ecosystem Assessment，2007)によって，生態系から「サービス」が取り出せると説明さ
	　一方，モノを資源として活用するプロセスは，モノを資源に変換する「資源化プロセス」だと考えることができる．それは資源の価値を発見し，意味づけ（評価）し，関係者のつながりの中で戦略的に展開することである
	　こうした資源化プロセスは，所有制度のように法や制度でコントロールされていることが多く(佐藤,※2008)，その資源の利用可能性を決定している．また資源化には技術と資本が必要であると佐藤(※2008)
	　特に技術は，いわばモノを資源に変えていくやり方であり，個人にとっては「スキル」だと考えられる．松尾（※2006）はそれを，知識の一部であるが，事実としての知識ではなく，「やり方や，やり方を体現できる
	　しかし保全を進める関係者にとっては，生物多様性の高い森林が「実現すべき目的である」ので（佐藤，※2007)，生物多様性に関する科学的知識を重視し，価値を生み出すための手段としての知識やスキルなどが考
	　そこで，この研究では，生態系サービス拡大のための知識の役割に着目し，モノとしての資源である生態系と，その価値を創出するスキルを含めた知識を同時に評価し可視化するためのツールを考察した．特に，研究成果
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